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【研究テーマ】

私たちの研究室は、イネの遺伝資源事業の拠点として
の役割も担っています。その活動として、突然変異系
統の選抜や野生イネの特性解析、イネの保存や種子の
分譲、統合データベース「Oryzabase」の開発など
も行っています。Oryzabaseでは、様々なイネの系
統やゲノムの情報などを公開しています。

【メンバー】

(1) 分子遺伝学によるイネの初期発生機構の解明
穀類のモデル植物であるイネを材料に、突然変異体の
活用など様々な分子遺伝学的手法を用いて、植物の初
期胚発生の分子メカニズムを解明するための研究を
行っています。イネの胚発生の過程では、１個の受精
卵が細胞分裂を繰り返し、やがて葉や根などの器官が
形成されますが、その細胞分裂のパターンとその後の
器官分化との関わりを明らかにしたいと考えています。
胚発生の研究に加えて、穀類で発達する胚乳の形成や、
イネの多年生に着目した植物の老化に関する研究にも
取り組んでいます。

(2) 野生イネの比較ゲノム解析および進化解析
世界には様々な野生のイネが分布していますが、その
特性を利用した研究も行っています。解読した野生イ
ネと栽培イネのゲノムを比較解析し、野生イネが持つ
様々な形質や特徴に関わる遺伝子の機能を明らかにす
ることを目指しています。現在、種子サイズの制御や
休眠のメカニズムに関する研究などを進めています。

(3) イネ遺伝資源事業と統合データベースの開発

【発表論文】

【研究室ホームページ】
http://plantgene.sakura.ne.jp

・Ishimoto et al., Development 146, dev176305, 2019.

Oryzabase: http://www.shigen.nig.ac.jp/rice/oryzabase/

����

��������
���������
�����������	��
�����������������
���
�����

����

野生イネ

胚乳

胚

受精卵 成熟胚

胚発生

・Shenton et al., Genome Biology and Evolution,
evaa037, 2020.


